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「2050年までに、地球環境再生に向けた
持続可能な資源循環を実現」
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Cool Earth & Clean Earth

2050年までに、資源循環技術
の商業規模のプラントや製品
を世界的に普及させる。

Cool Earth

2030年までに、温室効果ガス
に対する循環技術を開発し、
ライフサイクルアセスメント
(LCA)の観点からも有効である
ことをパイロット規模で確認
する。

Clean Earth

2030年までに、環境汚染物質を有益な資源に変換もしくは無害化する技術を
開発し、パイロット規模または試作品レベルで有効であることを確認する。

研究開発構想 ～目標達成に向けた計画～



大阪・関西万博でDAC実証試験を実施
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則永PM
(名古屋大学)藤川PM

(九州大学)

児玉PM (RITE)

出所）https://www.rite.or.jp/news/press_releases/pdf/press20230720.pdf
出所）https://www.rite.or.jp/news/events/pdf/banpaku-poster-kansai2023.pdf

RITEのDACを中心に、九州大学、名古屋大学、
異なる3種類のDACを万博会場で試験

ムーンショット



スタートアップの設立
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2023年6月23日 プレスリリース

会社名 Carbon Xtract株式会社

代表者 森山 哲雄

設立 2023年5月26日

事業内容
分離ナノ膜を用いて大気から二酸化炭素を選択的に
回収する技術を活用した装置・製品の開発・販売

2023年11月24日 プレスリリース

藤川PJ発のCarbon Xtract(株)が双日(株)からの出資を受け設立

出所）https://www.sojitz.com/jp/news/article/230612.html
出所）https://www.kyushu-u.ac.jp/ja/topics/view/2012/



開発成果の一部を基に実環境で試験

5出所）https://c-xtract.com/news/720/



プロジェクト成果を活用したスピンアウト
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廃棄物の焼却処理と CO2回収処理を統合
する革新プロセスの開発に取り組み、
CCU (Carbon Capture Utilization) 技術
の社会実装を目指します。

スピンアウト
排ガスからのCO2回収と利用

2023年度を以て中止となったプロジェクトにおいても
これまでの成果を活用した新たな研究開発を開始

出所）https://www.tohoku.ac.jp/japanese/newimg/pressimg/tohokuuniv-press20231201_01tre_kyoso.pdf

福島プロジェクトのスピンアウト

ムーンショット
大気中からのCO2回収と利用

新たな企業との研究開発拠点を設置



初期のサンプルを製造して試験開始

7

Nature Communications 2024年1月26日オンライン版に掲載

世界で初めて生分解性プラスチックが
深海でも分解されることを実証

出所）https://www.gunma-u.ac.jp/information/171580

DOI: 10.1038/s41467-023-44368-8
URL: https://www.nature.com/articles/s41467-023-44368-8



国際動向と目標4の立ち位置
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海洋でも生分解するプラスチックの研究は世界で
実施されているが、生分解のタイミングや
スピードをコントロールする研究は
日本オリジナルで優位

大規模集中型のDACCSについては欧米
が先行しているが、中・小規模分散型
のDAC-Uの研究については日本が先行

 最近、米国も追随

自然プロセスを活用した
CO2の回収は科学的な検証
が必要。アカウンティング
においてARPA-E（米国）
と連携

極低濃度な窒素化合物
を回収・資源転換・無害化する研究はチャレンジングな取り組み
今後、窒素フローに係る調査結果を踏まえて計画を見直す



2030年、40年に向けた進め方
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2020年 2025年 2030年 2040年

ベンチ パイロットラボ 社会
実装

商用
開発

大学主体 大学主体であるが
企業の関与を高める

企業主体

企業

大学

評価

ムーンショット

2022年 2028年

「Cool：LCAの観点から」
「Clean：パイロット規模

または試作品レベルで」
有効であることを確認。

公募 公募
(ポート

フォリオ
を強化)

(絞り込み)

PJ間連携、外部連携を強化

(加速)(企業体制を強化)

ステージ
ゲート

ステージ
ゲート

2024年
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